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大谷大学（所在：京都市北区学長：一楽 真） 社会学部 コミュニティデザイン学科では、地域連携プロジェ

クトとして、2019年より京丹後市網野町の海浜に漂着するプラスチックの調査・清掃活動に取り組んでい

ます。

2月は季節風の影響で、国内に加え隣国からの漂着物が大量に流れ着くため、年間でもゴミの漂着量が

多い時期となります。2月15日（土）にあるプロジェクト報告会では、市民が集う場所である八丁浜の海岸

にて、参加者の皆様と学生たちが力を合わせてビーチクリーン活動を行ったあと、学生考案のごみ回収装

置のデモンストレーションや活動成果の報告を実施します。
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NEWS RELEASE

【地域連携】社会学部 コミュニティデザイン学科が取り組む網野町海浜のプラゴミ調査・清掃活動

「京丹後ブルーオーシャン プロジェクト報告会」を2月15日（土）に実施

～ 学生考案のごみ回収装置デモや地元住民とのビーチクリーンも開催～

【本件のポイント】

● 京丹後市網野町の海浜に漂着するプラスチックの調査・清掃活動に取り組んでいる

● 改良を続け、オリジナルのごみ回収装置を製作している

● 報告会でビーチクリーン活動、ごみ回収装置のデモンストレーションや活動成果を報告

砂に含まれるプラスチックを調査する様子 回収したプラスチック類

■報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先
大谷大学 入学センター（広報）後藤・北本・野路
TEL: 075-411-8114 ／FAX：075-411-8160／E-mail：nyushi-c@sec.otani.ac.jp

■本件発信部署・取材のお申し込み先
株式会社アンティル
（担当：佐藤、内藤、藤井、水原）
TEL: 06-6225-7781 MAIL: otani_pr@vectorinc.co.jp



■活動実績

京丹後市「夢まちづくり大学」事業や京都知恵産業創造の森の支援を得ながら、また様々な方の協力を得

て、積極的にフィールドワークを実施しています。現地では、ビーチクリーン活動だけでなく、課題解決に向

けた筋道をつけることが目的です。継続的な基礎調査として、京丹後市の海岸におけるマイクロプラスチッ

クの砂浜への混入状況の調査を行っています。また、砂浜中に混ざりこんだマイクロプラスチックの効率的

な回収方法の確立に向けて、学生たちは試行錯誤して実証を重ねています。現地での活動経験は、学生たち

にとって実践的な学びの機会となっています。

海浜漂着ゴミの国籍由来調査 魚の内臓中に含まれるプラスチック類調査のため
魚を確保する様子

学生たちは、 「砂の上を引っ張って歩くだけでゴミを巻き

上げる装置」や、「発泡スチロールなどの微細なゴミを仕分け

る装置」など、効率的にゴミを回収する装置の開発にも挑戦

しています。これらで回収したゴミは、一度水に浸して仕分け

るため塩水を洗い流すことができ、焼却場で燃やせるように

なります。

また、本年度から新たに、株式会社ごみの学校（以下、ごみ

の学校）と連携を開始し、丹後で回収したゴミの再資源化（ア

ップサイクル）も試行しています。

このように、最終的には、焼却効率の向上やアップサイクル

などの効果につながることを期待し、活動しています。
砂をかきあげて回収する「ふるい型除去機」

網野町海浜漂着プラスチックの調査・清掃活動：https://www.otani.ac.jp/renkei/sfpjr70000004ux2.html

■プロジェクト概要

海を漂うプラスチックごみは、世界規模で進行する深刻な環境汚染問題として関心が高く、その除去の方

策に向けた基礎研究が進められています。日本では、特に日本海側の海岸において冬の季節風で掃き寄せ

られた大量のプラスチックごみが漂着し、大きな問題になっています。

京丹後市網野町の海岸においても、大量のプラスチックごみが漂着し、波に洗われることで細粒化し海浜

砂にまみれています。名勝地であり天然記念物に指定されている琴引浜は、ごみの混入で砂が鳴かなくな

る可能性が高く、地域の方々が積極的に清掃を進めてきました。しかし、それ以外の浜では大量のごみが放

置されたままです。地域課題・環境問題を解決するにあたって、海岸の清掃活動を行うとともに基礎調査を

実施し、課題解決に向けた具体的方策を検討することを目的としています。



■京丹後ブルーオーシャンプロジェクト報告会

京丹後の海洋ごみに再利用に関する研究を大谷大学／ごみの学校で実施してきました。今回はその結果の報

告会を行います。小浜海岸でのビーチクリーンや、株式会社あしあと（以下、あしあと）によるアップサイクル体

験なども実施しながら、京丹後での海洋ごみ問題について参加者の方と考えたいと思います。

＜イベント概要＞

開催時間：2月15日（土）13：30～15：30

場所：八丁浜シーサイドパーク駐車場

住所：京都府京丹後市網野町浅茂川337‐80

参加費：無料

参加人数：15名迄

＜プログラム＞

13：15：受付

13：30：イベントスタート

13：40：小浜海岸へ移動ビーチクリーン/海ごみ観察

14：10：海洋プラアップサイクル体験

14：40：京丹後海洋プラプロジェクト報告会（大谷大学/ごみの学校）

15：30：終了

※当日は屋外でビーチクリーンなどを行います。

汚れてもよい服装や寒くない服装でお越しください。

主催：ごみの学校 協力：大谷大学／あしあと

お問い合わせ m.terai@gominogakko.com 090-6553-7522（ごみの学校：寺井）

■株式会社ごみの学校

「ごみを通してワクワクする社会をつくろう！」をビジョンとして、ごみに対する当たり前の価値観や文化を変えてい

くことを事業活動としているスタートアップ企業。環境教育や啓発、エコビジネスの社会実装を全国で実施。京都府内

企業（亀岡市）。

■株式会社あしあと

「ビーチクリーンが職業になる社会」をめざし、京丹後市の海岸で年間20回以上ビーチクリーンイベントを定期開催。

小学校への出張授業など環境教育や、回収したゴミのアップサイクルも行う。京都府内企業（京丹後市）。

■大谷大学 概要

大谷大学は、1665（寛文5）年の江戸時代、京都・東六条に創設された東本願寺の学寮をその前身としています。そ

の後、いくたびかの変遷を経て、1901（明治34）年、近代的な大学として東京・巣鴨の地に開学。1913（大正2）年、

現在の地に移転開設しました。親鸞の仏教精神に基づき、“人材”ではなく“人物”の育成を目標とする学び「人間学」

を教育・研究の根幹とし、広く一般社会へ開かれた大学として確かな歩みを続けています。2021（令和3）年には、近

代化120周年を迎えました。

mailto:m.terai@gominogakko.com

